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みなさんと議会を結ぶ …… 議会だより

星ヶ山より相模湾を望む

3　月
定例会

4　月
臨時会

2/12～3/2

4/2～4/6

平成16年度予算などが決まりました平成16年度予算などが決まりました

新しい議会議長をはじめ
　　　　各委員会構成が決まりました
新しい議会議長をはじめ
　　　　各委員会構成が決まりました
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新議長になって・・・

新副議長からごあいさつ・・・

第
35
代
議
長

　

　
北
　
村
　
礒
　
江

第
30
代
副
議
長
　

　
原

　

田

　

　

洋

こ
の
度
、
改
選
後
初
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
第
35
代
湯
河
原
町
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

湯
河
原
町
議
会
初
の
女
性
議
長
と
し

て
こ
の
重
責
を
果
た
す
た
め
、
全
力
を

挙
げ
て
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

構
造
改
革
が
各
方
面
で
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
女
性
の
意
見
が
ど
れ
だ
け

改
革
に
反
映
さ
れ
た
か
、
女
性
が
ど
れ

だ
け
登
用
さ
れ
た
か
が
改
革
の
進
み
具

合
を
表
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

湯
河
原
町
の
人
口
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
、
男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

町
議
会
に
は
女
性
議
員
が
２
名
し
か
お

ら
ず
、
政
治
の
場
へ
の
女
性
進
出
は
か

な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
で
す
。

県
内
の
市
町
村
議
会
に
は
女
性
議
長

が
私
を
含
め
３
名
お
り
、
今
ま
で
男
性

の
指
定
席
と
も
い
え
る
ポ
ス
ト
に
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性
が
進

出
し
て
お
り
ま
す
。

真
鶴
町
と
の
合
併
協
議
が
大
詰
め
を

迎
え
て
お
り
、
住
民
意
向
調
査
の
結
果

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、両
町
の
福
祉
、

教
育
、
財
政
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
合

併
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
女
性
の
視
点
や
発
想
を
生
か
し
、

湯
河
原
町
の
未
来
の
た
め
に
「
町
民
の

皆
様
・
行
政
・
議
会
」
が
協
働
し
な
が

ら
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
町
議
会
選
挙
後
初
の
議
会
に
お
い
て

議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
こ
の

う
え
も
な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
北
村
礒

江
議
長
の
も
と
で
議
会
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
ま
す

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

真
鶴
町
と
の
合
併
や
福
祉
、
教
育
な
ど
課
題
は

山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
議
員
一
人
ひ
と
り

が
英
知
を
出
し
合
い
、
湯
河
原
町
の
発
展
の
た
め

一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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自
治
功
労
者
表
彰

　
平
成
16
年
２
月
９
日
に
神
奈
川

自
治
会
館
に
お
い
て
、
神
奈
川
県

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
二
見
康
男

議
員
、
北
村
礒
江
議
員
が
在
職
11

年
以
上
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

二
見
康
男
議
員

北
村
礒
江
議
員

　
３
月
定
例
会

平
成
16
年
第
１
回
湯
河
原
町

議
会
「
３
月
定
例
会
」
は
、
２

月
12
日
に
開
会
さ
れ
、
会
期
20

日
間
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
新
年
度

予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
、
議
案
20
件
、

意
見
書
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、

行
財
政
問
題
調
査
特
別
委
員
会

の
調
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
総
括
質
問

総
括
質
問
は
、
各
代
表
と
も

２
問
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
そ
れ
ぞ
れ
１
問
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
所
信
表
明
　

　
に
対
す
る
総
括
質
問

　
（
月
曜
ク
ラ
ブ
代
表
）

真
鶴
町
と
の
合
併
を
控

え
た
今
、
観
光
施
策
も
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
一
つ
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の

半
数
以
上
は
年
に
１
回
や
２
回

の
旅
行
を
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
旅
行
先
で
湯
河
原
の
あ

ら
ゆ
る
面
を
宣
伝
し
て
い
た
だ

く
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
旅

先
で
一
寸
手
渡
す
こ
と
が
出
来

る
ミ
ニ
本
の
様
な
も
の
を
作
成

し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
民
全
体
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に

な
る
様
な
気
持
ち
を
持
た
な
け

れ
ば
将
来
の
湯
河
原
町
の
発
展

に
つ
な
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
町
民

の
手
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ま
ま

で
湯
河
原
を
知
ら
な
か
っ
た
他

県
の
方
々
に
本
町
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町

民
全
体
が
町
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　
　
（
新
政
会
代
表
）

「
予
算
を
伴
わ
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
こ
と
を

お
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

職
員
に
提
案
を
求
め
ま

し
た
と
こ
ろ
40
件
の
提
案

が
あ
り
、
こ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
全
て
採
用
し
、
既
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
施
策
も
あ
り

ま
す
。
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

特

別

会

計

一 般 会 計

国民健康保険事業

吉 浜 財 産 区

下 水 道 事 業

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険 事 業

水 道 事 業

温 泉 事 業

　 合 　 　 　 計 　

会　 計　 名 平成16年度

(A)

平成15年度

(B)

比　　較

企
業
会
計

増減額
(A) - (B)

対前年度比
(A) ／ (B)％

平成16年度会計別予算額

102.72

102.26

112.50

85.99

107.52

104.76

106.07

92.49

101.55

2億3,000万円

6,300万円

200万円

△2億7,900万円

1億8,600万円

6,800万円

4,450万円

△3,050万円

2億8,400万円

84億5,000万円

27億9,200万円

1,600万円

19億9,100万円

24億7,200万円

14億2,800万円

7億3,300万円

4億　600万円

182億8,800万円

86億8,000万円

28億5,500万円

1,800万円

17億1,200万円

26億5,800万円

14億9,600万円

7億7,750万円

3億7,550万円

185億7,200万円

質問質問

質問質問 回答回答

月
曜
ク
ラ
ブ
代
表

新
政
会
代
表

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

総
括
質
問

自
治
功
労
者
表
彰



No.50 平成16年５月

4

　
３
月
定
例
会

平
成
16
年
第
１
回
湯
河
原
町

議
会
「
３
月
定
例
会
」
は
、
２

月
12
日
に
開
会
さ
れ
、
会
期
20

日
間
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
新
年
度

予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
、
議
案
20
件
、

意
見
書
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、

行
財
政
問
題
調
査
特
別
委
員
会

の
調
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
お
年
寄
り
と
児
童

が
学
校
給
食
を
通
し
て
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
や
さ
し
い
気
持
ち
や
思
い
や

り
の
心
を
培
い
、
ま
た
お
年
寄

り
に
は
生
き
が
い
づ
く
り
の
機

会
を
創
出
す
る
「
お
年
寄
り
と

の
ふ
れ
あ
い
給
食
」
を
、
お
年

寄
り
に
給
食
費
を
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
で
、
４
月
か
ら
町
内

３
小
学
校
で
実
施
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
町
内
在
住
の
職
員
が
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
を
代

理
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
書

類
を
お
届
け
す
る
、
い
わ
ゆ
る

取
次
ぎ
業
務
な
ど
を
実
施
す
る

ほ
か
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
行

政
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

答
え
す
る
、
役
場
の
出
張
所
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
椿
会
代
表
）

今
年
こ
そ
デ
フ
レ
不
況

か
ら
の
脱
却
・
経
済
再
生

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
平

成
16
年
度
の
湯
河
原
町
予

算
大
綱
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
国

は
三
位
一
体
の
改
革
の
も
と
国

庫
補
助
金
を
見
直
し
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
15
年
度
に
都

市
計
画
税
の
減
税
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
歳
入
全
般
か
ら
見
る

と
税
収
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
さ
せ

な
い
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
　

国
庫
補
助
負
担
金
の
一

般
財
源
化
に
伴
う
町
財
政

へ
の
影
響
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
所
得
譲
与
税
で
対
応
す

る
予
定
で
す
が
、
一
般
財
源
に

よ
る
補
て
ん
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
税
減
税
の
影
響
額
は
、

町
税
全
般
の
減
額
と
し
て
と
ら

え
て
お
り
、
行
政
需
要
に
対
応

す
る
財
源
確
保
は
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
町
有

地
の
売
却
な
ど
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歳
出
予
算
に
お
い
て
は
、
建

設
事
業
費
な
ど
投
資
的
経
費
を

減
額
し
、
保
健
や
医
療
な
ど
扶

助
費
を
増
額
し
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
今
後

第
三
次
行
政
改
革
に
よ
っ
て
自

ら
を
切
る
覚
悟
で
職
員
と
も
ど

も
知
恵
を
出
し
合
い
、
予
算
を

伴
わ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
や
諸
制
度
の
見
直
し
を
図
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぎ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

       

（
公
明
党
代
表
）

　
環
境
保
全
推
進
事
業
と

し
て
、
電
気
自
動
車
借
上

げ
と
騒
音
測
定
器
購
入
を

上
げ
て
い
ま
す
が
、
借
上
げ
台

数
や
配
備
先
な
ど
を
明
示
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ど
の
よ

う
な
成
果
を
ど
の
く
ら
い
の
目

標
値
と
し
て
い
る
の
か
、
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

神
奈
川
県
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
県
内
で
自
動
車
を
50
台

以
上
使
用
し
て
い
る
事
業
者
は
、

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
20
％

以
上
の
割
合
で
、
低
公
害
車
を

導
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
町
で

も
低
公
害
車
導
入
計
画
を
作
成
し
、

導
入
を
進
め
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
町
が
保
有
し
て
い
る
車

両
台
数
は
、
普
通
車
両
49
台
、

ご
み
収
集
車
10
台
、
消
防
車
両

26
台
で
、
合
計
85
台
で
す
が
、

低
公
害
車
は
３
台
を
保
有
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
消
防
関
係
車

両
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
自
動
車
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
16
年
で
１
台

導
入
す
る
こ
と
と
し
、
予
算
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
車
両
の
更
新
時
に
あ
わ

せ
ま
し
て
、
低
公
害
車
の
導
入

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
だ
よ
り

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線

拡
大
に
つ
い
て

　
今
後
高
齢
者
の
足
と
し
て
も

期
待
の
大
き
い
路
線
の
拡
大
に

つ
い
て
色
々
な
角
度
か
ら
検
討

が
な
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

○
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
換
地
処
分
取
消
請
求
訴
訟

の
経
過
に
つ
い
て

　
６
月
23
日
に
判
決
の
言
い
渡

し
が
な
さ
れ
る
。

○
消
防
活
動
に
つ
い
て

　
火
災
件
数
の
減
に
つ
い
て
、

及
び
救
急
車
の
出
動
件
数
は
全

国
平
均
を
上
回
る
こ
と
に
つ
い

て
の
検
討
が
主
に
な
さ
れ
た
。

（
民
生
常
任
委
員
会
）

○
平
成
16
年
度
保
育
園
の
入
園

回答

回答

質問質問

椿
会
代
表

質問質問

公
明
党
代
表

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

吉浜小学校のふれあい給食
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状
況
に
つ
い
て

　
待
機
児
童
が
で
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
。

○
聴
覚
障
害
者
窓
口
対
応
カ
ー

ド
に
つ
い
て

　
視
聴
覚
カ
ー
ド
写
真

　
11
ヶ
所
に
カ
ー
ド
を
３
枚
づ

つ
配
置
し
ま
し
た
。

　
第
１
庁
舎
入
口
、
第
２
庁
舎

入
口
、
第
３
庁
舎
１
階
入
口
、

分
庁
舎
正
面
入
口
、
保
健
セ
ン

タ
ー
入
口
、
消
防
本
部
入
口
、

図
書
館
入
口
、
観
光
会
館
入
口
、

駅
前
観
光
案
内
所
窓
口
前
、
こ

ご
め
の
湯
入
口
、
独
歩
の
湯
入

口○
平
成
16
年
度
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
２
社
か
ら
建
設
計
画
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

○
風
致
地
区
の
種
別
変
更
に
つ

い
て
○
こ
ご
め
の
湯
の
入
浴
優
待
に

つ
い
て

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い

て（
報
告
事
項
）

○
浄
水
セ
ン
タ
ー
第
２
期
工
事

進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
藤
木
川
遊
歩
道
整
備
検
討
部

会
に
つ
い
て

○
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

　
そ
の
他
に
駅
前
階
段
下
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
運
転
時
間
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
（
広
域
行
政
特
別
委
員
会
）

　
平
成
16
年
度
湯
河
原
町
・
真

鶴
町
及
び
熱
海
・
湯
河
原
広
域

行
政
推
進
協
議
会
の
事
業
計
画

（
案
）
を
承
認
後
、
行
政
側
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

協
議
し
ま
し
た
。

○
「
熱
海
花
の
博
覧
会
」
へ
の

協
力
状
況
に
つ
い
て

　
議
会
と
し
て
も
、
広
域
行
政

の
立
場
か
ら
協
力
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

○
熱
海
市
・
湯
河
原
町
合
同
不

法
投
棄
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て

　　
（
国
内
外
親
善
都
市
推

　
　
進
特
別
委
員
会
）

○
平
成
15
年
度
国
内
外
親
善
都

市
交
流
に
つ
い
て

国
内
交
流
の
奈
川
村
と
は
宿
泊

助
成
制
度
が
あ
り
、
大
人
が
３
、

０
０
０
円
助
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
利
用
す
る
事
が
望
ま
し

い
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

○
平
成
16
年
度
国
内
外
親
善
都

市
交
流
に
つ
い
て

　
観
光
立
町
湯
河
原
と
し
て
は
、

外
国
人
の
誘
客
も
必
要
な
の
で

中
国
と
の
交
流
も
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
の
声
も
出
ま
し
た
。

（
行
財
政
問
題
調
査
特
別
委
員
会
）

　
町
か
ら
の
報
告
は
、

○
行
財
政
問
題
調
査
特
別
委
員

会
審
査
経
過
及
び
指
摘
事
項
等

に
つ
い
て

○
観
光
協
会
へ
の
町
施
設
の
管

理
委
託
に
つ
い
て

○
地
域
福
祉
会
館
の
運
営
に
つ

い
て

　
当
委
員
会
は
、
町
の
補
助
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
委
員
会

の
指
摘
事
項
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
町
の
補
助
金
に
つ
い
て

○
湯
河
原
温
泉
観
光
協
会
補
助

金
に
つ
い
て

　
観
光
会
館
写
真

○
地
域
福
祉
会
館
の
運
営
に
つ

い
て
　
特
に
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
整
理
し
て
事
業
形
態
に

応
じ
た
予
算
区
分
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

　
２
年
間
に
７
回
開
催
さ
れ
た

委
員
会
の
「
委
員
会
調
査
報
告
書
」

を
審
議
し
ま
し
た
。

○
行
政
事
務
簡
素
化
に
関
す
る

事
項

国
内
外
親
善
都
市
推
進

　

　

特

別

委

員

会

広
域
行
政
特
別
委
員
会

行

財

政

問

題

調

査

　

　

特

別

委

員

会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３月から稼働している駅前階段下エレベーター

設置された聴覚障害者窓口対応カード

湯河原観光会館
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○
行
政
改
革
に
関
す
る
事
項

　
総
括
と
し
て
、
「
住
民
が
町

の
政
策
や
事
業
に
対
し
て
の
満

足
度
、
重
要
度
の
把
握
。
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
の
総
合
評
価

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
盛
り
込

ん
だ
調
査
報
告
書
を
採
択
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

（
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
）

　
第
５
回
合
併
協
議
会
で
町
名
・

字
名
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、

温
泉
場
と
い
う
字
名
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。

　
字
名
の
変
更
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
、
議

会
と
し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か

調
査
審
議
を
行
い
、
福
浦
吉
浜

な
ど
の
整
理
と
飛
び
地
の
解
消

は
合
併
時
に
行
な
い
、
温
泉
場
・

奥
湯
河
原
等
に
つ
い
て
は
、
各

区
の
総
意
で
議
会
と
行
政
に
要

望
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

（
予
算
審
査
特
別
委
員
会
）

　
平
成
16
年
度
の
湯
河
原
町
一

般
会
計
外
７
会
計
予
算
に
つ
い

て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
一

般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、

外
７
会
計
予
算
は
全
員
賛
成
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、

収
納
率
及
び
入
湯
税
の
算
出
根

拠
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ

り
ま
し
た
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

計
画
さ
れ
て
い
る
個
々
の
事
業

に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
期
待

さ
れ
る
効
果
等
に
つ
い
て
活
発

な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問

　
紙
面
の
都
合
上
１
名
１
問
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
質
問
者
　
小
澤
眞
司
議
員

　

「
小
・
中
学
校
の
二
学

期
制
導
入
に
つ
い
て
」

　
小
・
中
学
校
の
二
学
期
制
の

導
入
は
、
他
で
は
非
常
に
慎
重

で
試
行
期
間
も
長
い
よ
う
で
す
。

　
当
町
教
育
委
員
会
の
資
料
で

は
二
学
期
制
に
つ
い
て
「
説
明

会
を
行
い
、
理
解
し
て
頂
き
、

１６
年
度
か
ら
導
入
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
短
期
間
で
本
当
に
理

解
が
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

導
入
の
延
期
等
は
考
え
て
い
ま

す
か
。

　
15
年
度
当
初
に
、
小
・
中
学

校
の
教
職
員
で
組
織
す
る
町
教

育
研
究
会
に
調
査
研
究
を
委
託

し
ま
し
た
。
主
に
教
頭
や
教
務

主
任
が
担
当
し
、
県
内
外
の
小
・

中
学
校
を
訪
問
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
湯
河
原
町
の
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
、
わ
か
り
や
す

い
授
業
の
展
開
と
授
業
時
数
の

確
保
は
緊
急
の
こ
と
で
あ
り
、

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
」
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。

　
二
学
期
末
学
級
懇
談
会
で
の

説
明
や
、
町
の
広
報
、
地
方
新

聞
各
紙
に
記
事
を
掲
載
し
、
周

知
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
審

議
の
過
程
で
は
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
検
討
し
ま
し
た
。
保
護
者

へ
の
周
知
も
行
い
、
理
解
も
い

た
だ
い
て
お
り
、
湯
河
原
町
の

児
童
・
生
徒
の
学
習
に
と
っ
て

実
り
大
き
な
制
度
で
あ
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
導
入

を
延
期
す
る
考
え
は
持
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
室
伏
重
孝
議
員
　

　

 

「
町
道
宮
下
25
号
線
の

拡
幅
に
つ
い
て
」

　
駅
裏
の
宮
下
か
ら
城
堀
へ
抜

け
る
町
道
宮
下
25
号
線
は
通
学

路
に
な
っ
て
お
り
、多
く
の
児
童
・

生
徒
が
行
き
来
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
数
の
増
加
に
伴
い
、

通
行
す
る
車
両
も
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
道
幅
の
狭
い
こ
の
道
路
の

拡
幅
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
町
道
宮
下
25
号
線
全
部
の
拡

幅
に
な
り
ま
す
と
、
地
形
等
か
ら
、

実
現
性
は
低
い
と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
線
路
側
の

桜
の
木
を
切
っ
て
し
ま
う
と
景

観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
但
し
、
こ
の
道
路

を
通
行
す
る
方
々
の
安
全
性
や

利
便
性
の
確
保
の
た
め
、
JR
側

に
は
待
避
所
の
件
は
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
。

合

併

問

題

調

査

特

別

委

員

会

予

算

審

査

　

　

特

別

委

員

会

一
般
質
問

町道宮下25号線

小学校の授業風景
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今
後
用
地
を
買
い
上
げ
る
の
か
、

あ
る
い
は
無
償
で
貸
し
て
い
た

だ
け
る
の
か
具
体
的
な
詰
め
に

入
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
道
路
拡
幅
の
前

に
待
避
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

何
ヶ
所
か
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
「
湯
河
原
駅
構
内
案
内
所
横

の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
」

　
「
城
堀
跨
線
橋
に
つ
い
て
」

条
例
改
正
及

◆
湯
河
原
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
国
家

公
務
員
の
通
勤
手
当
が
改
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
て
町
職
員
の
通
勤
手
当
を
改

定
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
の

削
減
策
と
し
て
、
当
分
の
間
、

住
居
手
当
及
び
特
殊
勤
務
手
当

の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◆
湯
河
原
町
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
同
様
に
本

条
例
の
罰
金
の
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

「
１
０
万
円
」
↓
「
２
０
万
円
」

◆
湯
河
原
町
税
条
例
（
一
部
改

正
）

　

市
町
村
の
軽
自
動
車
税
の
申

告
書
の
様
式
を
統
一
す
る
た
め
、

地
方
税
法
及
び
同
法
施
行
規
則

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
湯
河
原
町
の
環
境
美
化
促
進

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　町
の
環
境
美
化
の
促
進
策
と

し
て
、
積
極
的
に
町
職
員
や
町

民
等
が
「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」
を

拾
う
こ
と
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
努
力
義
務
を
規
定
す
る
と
と

も
に
、
ポ
イ
捨
て
防
止
活
動
に

対
す
る
支
援
及
び
功
労
者
の
顕

彰
制
度
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
日
本
一
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
な

い
町
」
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
　
ご
み
箱
　
写
真

◆ 

湯
河
原
町
火
災
予
防
条
例

（
一
部
改
正
）

　

防
火
対
象
物
の
喫
煙
に
係
る

制
限
に
つ
い
て
は
、
喫
煙
率
の

低
下
及
び
喫
煙
に
関
す
る
意
識

等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
劇

場
等
の
客
席
形
態
に
つ
い
て
は
、

防
火
対
象
物
の
大
規
模
化
、
複

雑
化
に
伴
い
、
様
々
な
形
態
の

劇
場
等
が
建
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
湯
河
原
町
土
地
開
発
基
金
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
（
廃
止
）

　

地
価
が
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た

経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
公
用

地
又
は
公
共
用
地
を
あ
ら
か
じ

め
取
得
す
る
趣
旨
で
本
基
金
を

設
置
し
ま
し
た
が
、
近
年
の
景

気
の
低
迷
、
地
価
の
下
落
等
に

よ
り
存
続
意
義
が
希
薄
化
し
た

こ
と
に
伴
い
、
財
政
の
弾
力
的

運
用
を
図
る
た
め
、
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

◆
湯
河
原
町
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
平
成
16
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
平
成
16
年
度
以
後
の
年

度
分
の
個
人
町
民
税
均
等
割
の

税
率
等
を
改
定
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
改
正
が
必
要
と
な
っ

た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
暇
が

な
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
179

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
３
月

31
日
に
専
決
処
分
し
た
と
の
報

告
を
受
け
、
こ
れ
を
承
認
し
ま

し
た
。

◆
湯
河
原
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
、

平
成
16
年
３
月
26
日
に
公
布
さ
れ
、

同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
員
に

係
る
補
償
基
礎
額
、
扶
養
加
算
額
、

介
護
補
償
の
額
等
を
改
定
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
議
会
を
招
集

す
る
暇
が
な
い
の
で
、
地
方
自

治
法
第
179
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
３
月
26
日
に
専
決
処
分
し

た
と
の
報
告
を
受
け
、
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

条
例
改
正

及
び
廃
止

条
例
改
正

及
び
廃
止

湯河原産の間伐材で製作したごみ箱
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”新しい議会　顔ぶれ””新しい議会の顔ぶれ”

８

No.50 平成16年５月

露　木　寿　雄（１）
①中央一丁目６番地９

②53歳・６３－３９３５

③無所属

④会社役員

⑤民生常任委員会

　広域行政特別委員会

　合併問題調査特別委員会

高　橋　延　幸（２）
①宮上４５８番地の１７

②42歳・６３－３７３７

③無所属

④会社役員

⑤経済建設常任委員会

　広域行政特別委員会

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

室　伏　重　孝（２）
①宮下４６６番地の２

②49歳・６２－４０８８

③無所属

④農業

⑤民生常任委員会

　広域行政特別委員会

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

冨　田　幸　宏（２）
①宮上６３７番地

②46歳・６３－１１５２

③無所属

④会社役員

⑤議会運営委員会

　民生常任委員会副委員長

　広域行政特別委員会委員長

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

半　川　義　輝（２）
①吉浜１９８７番地の１１７

②63歳・６２－６１９７

③公明党

④飲食業

⑤総務文教常任委員会

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

長谷川　俊　子（３）
①宮上４２番地の６３

②60歳・６３－５２１５

③公明党

④無職

⑤議会運営委員会

　経済建設常任委員会委員長

　議会だより編集委員会

　合併問題調査特別委員会

　湯河原町真鶴町衛生組合議員

土　屋　誠　一（３）
①城堀７４番地

②55歳・６２－５６３０

③無所属

④農業

⑤総務文教常任委員会委員長

　広域行政特別委員会副委員長

　議会だより編集委員会

　合併問題調査特別委員会

　湯河原町真鶴町衛生組合議員

山　崎　光　男（３）
①中央二丁目１６番地１１

②59歳・６２－９０３７

③無所属

④テナント業

⑤議会運営委員会委員長

　総務文教常任委員会

　合併問題調査特別委員会副委員長

　湯河原町真鶴町衛生組合議員

　湯河原町吉浜財産区管理会管理委員

氏名の横のかっこ

内数字は当選回数

　① 住所

　② 年齢・電話

　③ 所属政党

　④ 職業

　⑤ 所属委員会名

平成16年4月6日現在

”新しい議会の顔ぶれ”
議席
１番

議席
２番

議席
３番

議席
４番

議席
５番

議席
６番

議席
７番

議席
８番

当選議
員18人を紹介します



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

９

平成16年５月 No.50

原　田　　　洋（３）
①土肥四丁目１番地の２３

②68歳・６３－３４００

③無所属

④会社社長

⑤副議長
　経済建設常任委員会
　広域行政特別委員会　
　議会だより編集委員会副委員長
　合併問題調査特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

佐々木　征　坡（３）
①吉浜８０１番地

②62歳・６３－３４４３

③無所属

④無職

⑤民生常任委員会

　議会だより編集委員会委員長

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

二　見　康　男（４）
①土肥六丁目４番地の６

②60歳・６２－２３２３

③無所属

④不動産業

⑤議会運営委員会

　総務文教常任委員会

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

小　澤　眞　司（２）
①吉浜２７６番地

②56歳・６２－６４８４

③日本共産党

④農業

⑤総務文教常任委員会

　広域行政特別委員会

　議会だより編集委員会

　合併問題調査特別委員会

丸　山　孝　夫（８）
①福浦３０１番地

②66歳・６２－６３５０

③無所属

④アートホール経営

⑤経済建設常任委員会

　国内外親善都市推進特別委員会副委員長

　合併問題調査特別委員会

杉　本　光　明（３）
①宮上７３３番地の７０

②60歳・６３－３４３７

③無所属

④旅館業

⑤民生常任委員会委員長

　議会だより編集委員会

　国内外親善都市推進特別委員会

　合併問題調査特別委員会

松　野　　　滿（７）
①吉浜１２３２番地の１
②56歳・６２－３５４４
③無所属
④農業
⑤議会運営委員会
　経済建設常任委員会副委員長
　合併問題調査特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員
　湯河原町吉浜財産区管理会管理委員
　湯河原町監査委員

北　村　幸　則（９）
①鍛冶屋５２２番地

②64歳・６２－５６０１

③無所属

④会社役員

⑤議会運営委員会

　総務文教常任委員会副委員長

　合併問題調査特別委員会委員長

　湯河原町真鶴町衛生組合議員

　湯河原町吉浜財産区管理会管理委員

青　木　昭　久（10）
①宮上７３４番地の８
②72歳・６２－４１２２
③無所属
④社会福祉事業家
⑤議会運営委員会副委員長
　経済建設常任委員会
　広域行政特別委員会
　国内外親善都市推進特別委員会委員長
　合併問題調査特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

北　村　礒　江（４）
①鍛冶屋３３９番地

②76歳・６２－３６６１

③無所属

④無職

⑤議長

　民生常任委員会

　広域行政特別委員会

　合併問題調査特別委員会

　湯河原町真鶴町衛生組合議員

議席
10番

議席
11番

議席
12番

議席
13番

議席
15番

議席
９番

議席
14番

議席
16番

議席
17番

議席
18番



審議した議案と各議員の賛否 （平成１６年３月定例会）

議
　
案
　
番
　
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

湯河原町職員の給与に関する条例の一部改正について

湯河原町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について

湯河原町税条例の一部改正について

湯河原町の環境美化促進に関する条例の一部改正について

湯河原町火災予防条例の一部改正について

湯河原町土地開発基金の設置及び管理に関する条例の廃止について

平成15年度湯河原町一般会計補正予算（第５号）

平成15年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成15年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成15年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成16年度湯河原町一般会計予算

平成16年度湯河原町国民健康保険事業特別会計予算

平成16年度湯河原町吉浜財産区特別会計予算

平成16年度湯河原町下水道事業特別会計予算

平成16年度湯河原町老人保健医療特別会計予算

平成16年度湯河原町介護保険事業特別会計予算

平成16年度湯河原町水道事業会計予算

平成16年度湯河原町温泉事業会計予算

町道路線の認定について

町道路線の認定について
意
見
書

北朝鮮による日本人拉致事件の早期解決のために国際社会との連帯と
関連法整備の早期成立を日本政府に対して積極的に求める意見書について

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

認
定

認
定

可
決

青

木

昭

久

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

北

村

幸

則

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

丸

山

孝

夫

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

松

野

　

滿

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

鈴

木

幸

雄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

北

村

礒

江

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

小

澤

眞

司

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

原

田

　

洋

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

杉

本

光

明

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

崎

光

男

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

土

屋

誠

一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

佐
々
木

征

坡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

岩

本

和

巳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長
谷
川

俊

子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

半

川

義

輝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

内

藤

陽

子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

冨

田

幸

宏

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室

伏

重

孝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

高

橋

延

幸

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

審議した議案と各議員の賛否 （平成１６年４月臨時会）

議
　
案
　
番
　
号

21

22

23

24

25

26

専決処分の承認について（湯河原町税条例の一部改正について）

専決処分の承認について（湯河原町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について）

湯河原町監査委員の選任について

湯河原町吉浜財産区管理会管理委員の選任について

湯河原町吉浜財産区管理会管理委員の選任について

湯河原町吉浜財産区管理会管理委員の選任について

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

承
認

承
認

同
意

同
意

同
意

同
意

青

木

昭

久

○

○

○

○

○

○

北

村

幸

則

○

○

○

○

○

○

丸

山

孝

夫

○

○

×

○

○

○

松

野

　

滿

○

○

○

○

○

○

二

見

康

男

○

○

○

○

○

○

小

澤

眞

司

×

×

○

○

○

○

原

田

　

洋

○

○

○

○

○

○

杉

本

光

明

○

○

○

○

○

○

山

崎

光

男

○

○

○

○

○

○

土

屋

誠

一

○

○

○

○

○

○

佐
々
木

征

坡

○

○

○

○

○

○

長
谷
川

俊

子

○

○

○

○

○

○

半

川

義

輝

○

○

○

○

○

○

冨

田

幸

宏

○

○

○

○

○

○

室

伏

重

孝

○

○

○

○

○

○

高

橋

延

幸

○

○

○

○

○

○

露

木

寿

雄

○

○

○

○

○

○

○は賛成、×は反対を表しています。

○は賛成、×は反対を表しています。
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傍
聴
の
ご
案
内

　
本
会
議
、
常
任
委
員
会
及
び

特
別
委
員
会
の
傍
聴
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
�

　
但
し
、委
員
会
は
先
着
6
名
で
す
。

受
付
／
開
催
日
の
午
前
9
時
か
ら
�

場
所
／
議
会
事
務
局

6
月
議
会
日
程
�

6
月
14
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

6
月
16
日
　
本
会
議（
条
例
・
補
正
）

6
月
17
日
　
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
広
域
行
政
特
別
委
員
会

6
月
18
日
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
�

　
　
　
　
　
国
内
外
親
善
都
市
推
進
特
別
委
員
会
�

6
月
21
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
�

6
月
23
日
　
本
会
議（
報
告
等
）�

　
今
回
か
ら
編
集
委
員
会
の
委

員
が
か
わ
り
ま
し
た
。
皆
様
に

議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
委
員
一
同

編
集
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
佐
々
木
　
征
　
坡

　
副
委
員
長
　
原
　
田
　
　
　
洋

　
委
　
員
　
長
谷
川
　
俊
　
子

　
委
　
員
　
土
　
屋
　
誠
　
一

　
委
　
員
　
杉
　
本
　
光
　
明

　
委
　
員
　
小
　
澤
　
眞
　
司


